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才能があり、それが認められ小澤
ト尺の許で神田上水の管理業務に
従事していたことが推測されてい
る。
　芭蕉が神田にいた頃は神田上水
が完成してから既に50年以上経っ
ており、大きな水道木管や暗渠な
どの布設の仕事はなく、小口の新
規配管工事や木枠や竹でできた配
水管（主に木樋）の修理仕事がメ
インであったと思われる。
　江戸の水道料金は、利用者から
「水銀」（みずぎん）として、武家
屋敷からは石高割で、町方からは
屋敷の間口に応じて徴収されてい
た。維持管理に係わる水道工事代
金は武家屋敷と町人（地主）で負
担するために、かかった人工や材
料費を細かに記録することが必要
であり、そこで芭蕉の帳簿付けの
才能が活かされていた。
　芭蕉が水道業務に係わった期間
は、およそ４年だったらしい。「許
六の風俗文選」によると「世に功
を残さん為に、小石川の水道を修
め４年になる。速に功を捨て、深
川芭蕉庵に入り、出家す」とある。
つまり水道業務で功を成し遂げる
ことは叶わず、出家し俳句の道に
入ったのであろう。このような芭
蕉の水道に関する職務経歴を踏ま
えて、彼の作品を読むと興味深い。
では、芭蕉の代表作を水音と水量
から見てみよう。
◦�古池や、蛙（かわず）飛び込む　
水の音

◦�初時雨　猿も小蓑を　ほしげな
り
◦�ほろほろと　山吹散るか　瀧の
音
◦�暑き日を　海にいれたり　最上
川
◦�五月雨を　集めて早し　最上川
（日本三大急流の一つの最上川
は、降り続く五月雨を集め、ま
んまんと水をたたえ、凄い勢い
で流れている）
　水道人の芭蕉にとり、最高の水
源と見ていたのであろうか。最後
は次の一句である。
◦�荒海や　佐渡に横たう　天の川
（荒れ狂う日本海を臨み、天を仰
ぎ見るとそこには光輝く天の川
が佐渡の方まで伸びて横たわっ
ている）
　地上の荒海と、天空の天の川と
対比させる雄大な構図をしめす俳
句であろう。
　このように芭蕉は、江戸時代を
代表する俳人であった。

2．芭蕉は幕府の隠密であった

　芭蕉は忍者の里で知られる伊賀
の国に生まれ、百地丹波（ももち
たんば）の子孫で、忍者の血を受
け継いでいる。伊賀の国で成長し、
当時伊勢や伊賀を治めていた藤
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松尾芭蕉は水道屋、それとも幕府の隠密か

　俳聖と呼ばれた松尾芭蕉が故郷
の伊賀上野（忍者の里）から江戸
に出てきたのは、寛文12（1672）
年、彼が29歳の時のこと。日本橋
小田原町の名主、小澤卜尺の家に
世話になり水道工事の業務をしな
がら俳句を作っていたが、水道業
務の才能なしと悟り、深川芭蕉庵
にこもった末に「奥の細道」の旅
に出たというのが定説であった。
だが、実は芭蕉は幕府の隠密であっ
たという説も多く語られている。
水道に係わる話なので、少し深堀
りしてみたい。

1．芭蕉は水道屋であった

　芭蕉はどのような立場で神田の
水道工事の業務に就いていたのだ
ろうか。諸説が流布している。
◦�芭蕉は普請奉行で水道工事全体
を指揮していた（武江年表）
◦�芭蕉は水利の才能があり、水道
工事の設計に当たっていた（桃
青伝）
◦�水道工事事業の官吏だった（梨
一の芭蕉翁伝）
◦�水道工事用に各地から集められ
た、単なる雇われ労務者（俳家
奇人談）
　偉大な俳人芭蕉が、単なる雇わ
れ労務者では可哀想だが、その当
時の喜多村信節の随筆には「芭蕉
が江戸に来て本船町の名主小澤太
郎衛（ト尺）が許に居れり、日記
などを書かせるが多く有りし」と
ある。つまり芭蕉には帳簿付けの ▲松尾芭蕉像（葛飾北斎画）
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る。良忠は松永貞徳や北村季吟に
俳句を学び、蝉吟（せんぎん）と
いう俳号を持っていた。歳の近かっ
た芭蕉と良忠は主従を超えた友情
関係を育んで、お互いに切磋琢磨、
やがて芭蕉も北村季吟に師事して
俳句をたしなむようになった。
　しかし寛文６（1666）年、良忠
が若くして急逝。芭蕉は藤堂家を
出て江戸に向かった。江戸では当
時流行っていた談林派、磐城平藩
の藩主内藤義概らと交流した。経
済的に困窮し延宝５（1677）年か
ら４年間、神田上水の水道業務に
従事したが夢叶わず。弟子の河

かわい
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そ
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を伴って「奥の細道」の旅に

出発したのは元禄２（1689）年、
45歳の時であった。

１）�芭蕉の足腰の強さは忍者だから
　江戸時代の平均寿命は32～44歳
（寿命図鑑より）なので、脅威的な
行動力の源泉は忍びの者として鍛
えた肉体と精神力があったのであ
ろう。奥の細道では、５ヵ月間で
600里（約2400km）を踏破。日記
から一日で40km歩行した記録も

ある。「年齢の割に健脚なのは、忍
者だからに違いない」と芭蕉忍者
説を後押しする声もある。だが反
対派は「車も電車もない江戸時代
の人々にとって、一日40km程度
は何でもなかった」と主張する。

２）�上級忍者は俳諧師や僧侶の姿
で活動

　普通の忍者は映画に出てくるよ
うに黒装束で屋根裏や床下に潜み、
会話を聞き取ることが求められた。
伊賀の忍術書には「俳諧や茶の湯
で名をあげよ」という教えがあり、
これが上級忍者である。各藩の殿
様や旗本に直接面談ができ、大名
屋敷内でトップから活きた情報収
集が可能であった。

３）�特別ミッション……伊達藩の
動向を探れ

　江戸幕府は有力な外様藩「伊達
藩」の財政力をそぐために、日光
東照宮の修繕を命じた。その修繕
は、３年の月日と莫大な費用がか
かることから、伊達藩は謀反を起
こすのではないかと警戒していた。
事実、伊達藩は修繕費用の調達で
約500億円の借金を抱え、藩士の
給料は３割削減され、一歩間違え
れば、謀反が起きかねない緊迫し
た状態であった。その情報収集ミッ
ションで芭蕉は伊達藩内に13泊と
長期滞在している。松島のような
名勝地ばかりではなく、伊達藩の
経済を支える多くの金鉱山にも立
ち寄っている。これまた隠密行動
を裏付ける状況証拠でもある。さ
らに隣国、米沢藩の「紅花（べに
ばな）の製造技術と生産量」を探
るために尾花沢の紅花問屋に10日
近くも滞在している。これも不思
議な動きであった。

４）�旅の資金と手形はどうやって
手に入れたのか

　幕府の命を受けた隠密だからこ
そ、諸国を自由に動き回れたので

ある。資金は幕府から支給金と、
行く先々で俳句を教え、地元の君
主からの授業料（献金）で、賄っ
ていたものらしい。
　手形は、多くの関所をフリーパ
スできる江戸幕府発行の特別通行
手形（滞在期間や訪問先の指定無
し）を所持していた。関所の役目
は、①江戸防衛の軍事的な機能、
②治安警察的な機能、③大名家族
（参勤交代）の江戸滞在義務履行の
監視役などをあわせ持っていたと
されている。商人や庶民には、滞
在期間や目的地が明記された通行
手形だが、芭蕉と曽良には、特別
通行手形が発行されていた。

さいごに

　松尾芭蕉は、なぜ旅に出たのか。
様々な説があるが、江戸時代の人
生は50年といわれており、たぶん
芭蕉は、関西文化圏の伊賀上野か
ら「みちのく」を未知のかなたの
国と見ていた。万葉時代から「み
ちのくは歌枕の宝庫」であり、亡
くなるまでに、自分の夢を叶えた
いとの思いが旅に駆り出させたの
ではないだろうか。
　芭蕉はみちのく旅の後、大阪に
て元禄７（1694）年、51歳でこの
世を去った。有名な辞世の句「旅
に病んで　夢は枯野を　かけめぐ
る」は、旅を愛してやまない松尾
芭蕉の生涯が偲ばれる名句となっ
た。

▲�「奥の細道行脚之図」松尾芭蕉（左）
と河合曾良（森川許六作）

▲奥の細道ルート図


